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幼稚園専用
駐車場42台

職員・来客用
駐車場60台

町民プール

仲里川

中学校
運動場

路地 屋外運動場と校舎の高低差には
スロープを設置し往来を助ける

徒歩通学児童の動線
（歩行専用）

給食等の搬入車･救急車両
身障者･幼稚園送迎車動線

職員通勤車･
小学校送迎車の動線

路地

配膳室

保健室

職員室

事務室

多目的室

昇降口

ゲート☆

倉庫

トイレ

キュービクル

ゲート☆

中学校
との連携

☆：土砂災害時路地を閉鎖

2F平面図 屋上平面図
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：屋内エリア

：屋内地域開放エリア

室名：既存まま

室名：新築 改修

凡例

※：既存腰壁撤去の上、
エキスパンジョイント

：開戸

：引戸

：屋外/半屋外エリア

 （提案含む）

：教職員動線
：地域開放動線

地
域
開
放
動
線

将来
開放

将来
開放

地域開放動線

地域開放

1F平面図 S=1:600
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N

1F屋内面積
1Fテラス面積
2F屋内面積
2Fテラス面積
屋上F屋内面積
屋上Fテラス面積

延床面積
テラス面積

屋内運動場面積

：804㎡
：646㎡
：730㎡
：711㎡
：339㎡
：791㎡

：1873㎡
：2148㎡

：854㎡

面積表

＋

給食運搬動線

屋外運動場

古仁屋港

教職員動線
教職員動線 教職員動線

配膳室への搬入や
救急車両の車寄せスペース

天板を畳むと被服台と
して使える調理台

調理器具等収納

小学校から町民プールへ屋根をかける
フェンスに出入口を設け、体育授業時
直接行き来が可能

配膳用昇降機を乗降用エレベーターとし
車いす対応や諸運搬を兼ねる

学校開放時以外は施錠区画

特別支援の生徒が
クールダウンできる

歩道新設

屋内運動場に隣接し災害時利用しやすい

ストレッチ 演奏会の
リハーサル等の準備

浄化槽移設

家庭教育学級 伝統文化継承活動
フリーマーケット コンサート等
風の通り庭と一体で使用できる

受水槽移設

防音ガラスとカーテンで
仕切りプライバシーに配慮

保健室 教育相談室と一体

屋外運動場を見渡せる
職員室 教育相談室と近接

人通りの多い1階で
見守られながら学ぶ

来客や児童の動きが
よく見え、校内各所
へ移動しやすい拠点。
22席のデスク

庭を見ながら休める

応接を兼ね職員室に隣接し
来客や職員、児童の動きが
よく見える

防音ガラスで騒音

明るい階段下で先生へ
落ち着いて相談できる

先生が作業できるカウンター
児童が相談しやすい雰囲気

玄関ホール 職員室
校長室と近接

職員室 校長室
事務室に近接

校長室 職員室
事務室と近接

特別支援学級から
EVで往来しやすい

管理部門に近接

校舎のどこからでも
アクセスしやすい

避難所利用を想定し大人も
使いやすい寸法で計画

校舎と屋外運動場をつなぎ
工事中の既存⇔仮設校舎の
往来も助ける

職員来客WC同様大人用寸法

保健室に近接
した足洗い場

大便器は洋式を基本とし
センサー照明や清掃しや
すい形状の水栓を検討

多目的スペースとなる小空間

バリアフリー対応

主要通路は行き止まりのない
屋内化/屋根付外部空間

新JIS規格の机 椅子に
合わせ各室の寸法を計画

視線の抜けや遮蔽のある壁配置

一人で落ち着ける
小スペース

事務職員の研修や
会議の場として開放

防音ガラス

特別支援学級の使用、給食の運搬に配慮

EVに近接し、物品の運搬がしやすい

地域の木材を内装に使用

災害リスクが小さく職員以外が往来しない
場所に配置。塩害対策として室内廊下に面
し、常に適切な室温を保つことができる

クラス活動を公開でき、お互いを
訪ね合い異なる学年が学び合える

既存校舎の屋上まで
屋根がのびることで
回遊性が高まる

EVに近接し特別支援学級
の児童も往来しやすい

PCやタブレットを活用し集中し
少人数で議論ができる

鉄骨梁

平面18m×28m
天井高10～12.5m

RC壁

RC柱

将来EVを追加設置できる
ようスペースを確保

畳コーナー

配膳室

倉庫
更衣室

保健室
玄関ホール

家庭科
準備室

普通教室1

家庭科室

テラス1

職員室

児童
WC

職員
来客
WC

屋内運動場

ステージ

多目的室1 多目的室2 倉庫
職員
更衣室
(男)

事務室 用務員
室

奉安殿の庭

B

出入口(増築)

スロープ

仮設校舎

校長室

印刷室休憩室

EV

前室

WC

給湯

光の庭

教育相談室

▼火気使用範囲

相談室

収納手洗場

E

A

観察池

コンテナ室

水廻り

足洗場

仮設校舎

風の通り庭
A

作業室

将来
EV

職員
更衣室
(女)

普通教室 普通教室 普通教室 教材庫

WC

準備室

音楽室

準備室

図工室

多目的スペース

特別支援学級

古仁屋中学校
屋外運動場

普通教室 普通教室 普通教室 普通教室 指導
改善室

WC
多目的スペース

15号棟
屋上

WC

特別支援教室

図書

準備

理科室

幼稚園専用駐車場

町民プール更衣室

屋外運動場

旧昇降口

既存樹

多目的スペース

琉球松

記念碑

国旗掲揚台

事務支援室

倉庫

サーバー室

普通教室4普通教室3
テラス3

児童WC

普通教室2

小空間

テラス2

EV

放送室

小空間

小空間

木陰通り

A※

D

A B・

A

放送テラス
E

D

テラス4
D

B

A※
水廻り

水廻り

将来
EV

多目的室
(特別支援学級)

普通教室6

普通教室5

児童WC

▲屋根ライン

テラス5

テラス6 地域開放テラス

小空間

EV

ひだまりテラス

小空間
水廻り

A

B

ED

小空間

A B

D

水廻り

将来
EV

A※

A※

＊小空間/テラス/教室の大きさ・位置関係のバリエーション

＊1とのタイプでも多様な使い方ができます(普通教室3の例)

開放動線

引戸で仕切る

a.グループ学習型

小空間も使い個別学習 一般参観可 教室=舞台

展示壁階段デッキでの授業

b.チームティーチング型 c.発表会型
個別自習スペース

：児童
：教員
：補助他

テラス

テラス

準備

小学校を建てることは未来の人間のあり方を謳うことです。
近代に建てられた校舎は、戦後の気運もあり兵舎や工場の姿
にも似ています。同様に現代の価値観を新校舎の設計に映し
出すことは 新しい時代の学び の実現に繋がりますが、本整
備ではそれに留まらず 新旧校舎と自然や史跡が共存します。
豊かな歴史的蓄積は多様性を帯び、社会へ開かれ多様な価値
観を育みます。それは新しい時代の学びの環境と言えます。

新しい時代の学校は 新しい町の拠点となる

1. 環境 を形成し、風土 自然 地域から学ぶ
■旧校舎は「校舎という箱、教室という室内空間」が主機能
でしたが、新校舎では新しい時代の「開かれた環境としての
学校」と定義づけます。前者は時に排他的ですが、後者は融
和的/包括的です。町の豊かな歴史的蓄積や風土を尊重し 屋
内外/学校内外の「つながり」を育み 町ぐるみで学ぶ地域拠
点を目指します。具体的には、５つの原則を提案します。

①「新しい時代の学び」を実現するための提案

屋外運動場

箱だけではなく、環境と交ざり合い学ぶ
海山

町

森
学校

屋外運動場

教室校舎

＝

箱

2.解放的で親自然的な新校舎のための5原則

屋外運動場

1
2

3

1：泰安殿の庭
2：光の庭
3：風の通り庭

普通教室 テラス

連携個別学習

小空間

E.跳ね上げテラス
屋外階段教室

通風を促す

迎え入れられる

跳ね出して
外観に現れる

玄関ホール

B.新+旧の一体感ある外形

既 存
校

舎新校舎

姿を揃える

まとまりの
ある校舎小広場

（テラス）

小広場
（テラス）

小広場
（テラス）

CR

CRCR

小広場
（テラス）
路地

C2.耐震壁が 見え隠れ を
 つくる

耐震壁

見通し

隠れ

隠れ

A.中庭と校舎が混ざる

D.庭付一戸建型
　普通教室とテラス

C1. 小さな町 の回遊性

■ 庭付き一戸建 型教室の様々なタイプ

＊災害時利用

3.三つの回遊性で、快適性と利便性が結びつく
②児童の移動円滑化を実現するための提案

■三重の回遊動線のほか、諸室間動線を豊富に用意し、校内
散策の楽しさや移動円滑性、教職員の業務効率を高めます。
・新校舎と屋内運動場を一棟にまとめ、既存棟と集約化
・三つの回遊性 a=新校舎内運営動線,b=既存/新校舎運営動
　線,c=地域開放動線 を形成し 安心安全で快適な動線計画
・主要動線は屋内化／屋根付き外部とし雨に濡れずに過ごす
・配膳用昇降機を乗降用EVサイズとし 車いす対応を兼ねる
・使いやすく清潔でプライバシーを保てる屋内トイレを充実

三つの回遊性があります
a.新校舎内
b.既存/新校舎
c.地域開放

1.家庭科室が避難所機能を補足
2.幼稚園駐車場と屋外運動場は
 避難所利用を想定
3.屋外運動場のトイレを利用
4.中庭がバッファーになる

小

水廻り

隣の小空間
テラス

西の太陽
屋外運動場

テラス

普通教室1 普通教室3

テラス

中庭

水廻り

＊＊

保健室

相談室

＊

＊

腰壁+窓

玄関
ホール

水廻り

＊＊ ＊ 小

テラス隣の
小空間

＊

＊

水廻り

＊

＊

＊

普通教室4

：テラス ：普通教室等 ：小空間 ＊：全面引戸小

小

テラス

水廻り

＊

＊

＊

＊屋
外
運
動
場

普通教室2 普通教室5 普通教室6

小

水廻り

テラス ＊

＊ ＊
小

小

テラス
水廻り

古仁屋港

＊ ＊

＊

W
C

作
業
室

休憩 印刷室

収
納

校長室
テラス

＊
＊

＊

職員室

・新校舎は２階建(一部3階)とし高さをなるべく抑える。
・新校舎と既存校舎が一つの建築物と捉えられる形態の調和
・両校舎と既存の自然環境とが一体となり、歴史を体感する
・校舎を集約し、密接な人間関係を育めるようにする

A.校舎の一体性、歴史の体感

B.複数の中庭と校舎が混ざり合い、光と風に包まれる
・建物間の隙間は明るい中庭として計画し光と風を呼び込む
・機械設備に頼らず、自然エネルギーから学べる環境づくり
C.出会いの広場＋回遊性＝小さな町のシークエンス
・端末機器やICT活用の傍らで お互いが顔を合わせ表情を確
　認しあう 小さな町 として設計し、色々な場所を設ける
・視野の抜けと遮蔽を組み合わせ、見え隠れを意識した壁配
　置とし、校内を散策する楽しみや、一人のスペースも用意
・ 小広場 を設け、交流や教員業務の快適化にも役立つ(→E)
・廊下は 路地 と読み替え複数の動線を用意し、アルコーブ
やベンチを配しどの場所も滞在空間に変え自由に過ごせる
D.開放的な「庭付き一戸建」型クラスルーム
・各普通教室(=家)の周囲に、専用の水廻り付きテラス(=庭)
と、小空間(=縁側/離れ)を設置し、多様な学習形態に対応

　できる冗長性の高いスペースとする。グループ学習や相談、
　多目的室とは異なる小規模な学習やいつもと違う授業形式
　を手軽に実現し、授業中の発案に応じ領域を自然に拡張で
きる。教室-テラス-小空間を連携活用できるよう配置し、
６教室毎に異なる形状や関係を持たせ、多様な環境を形成

・職員室や保健室も同様の形態とし場の冗長性や連携を図る
E.テラスが教室の自由度を高め、学びを活発化
・ 小広場 にテラスを組み込み、クラスの活動を公開する
・互いを訪ね合い、異なる学年が学び合える環境が生まれる
・跳上げテラスに階段デッキを備え野外活動が可能。屋根と
　共に外観を特徴づけ、未来へ跳躍する子供への希望を象徴
■学校が親自然的・解放的な環境であると、多様性の受け皿
になり、支援が必要な児童の問題も緩和できます。設計中は
５原則を基軸とし、関係者と議論し計画を柔軟に検討します

＊配置検討案

＜今回案＞

棟間移動
回遊性
屋外へ連続性
内外の多様性
体育館と校庭
日当り風通し

：◯
：◯
：◯
：◯
：△
：◯

＜検討案＞←変更調整可

棟間移動
回遊性
屋外へ連続性
内外の多様性
体育館と校庭
日当り風通し

：◯
：◯
：◯
：△
：◯
：◯

N

：災害時利用
：学校運営継続

：避難所動線
：小学校動線

：既存棟

：屋内運動場

：新築棟
：教室群

1

2

2

3

4

4
4
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技術提案書 （第5号様式）
（ A ３判 横）
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古仁屋中学校
屋外運動場

屋内運動場

職員室

普通教室2

普通教室6

光の庭

ひだまりテラス

風の通り庭奉安殿の庭 図書室

事務支援室

既存15号棟

既存樹

屋外運動場

1FL

2FL

RFL

最高高さ

居住域空調

朝の光が差し込む昼の光風を感じながら屋外授業が可能

高低差換気により風が自然に抜ける 既存15号棟へ向け屋根を架け渡し、
一体感を構築+屋内運動場に冗長性をもたせる

直射日光を制御する深い軒

屋根の高断熱化

振動,騒音に配慮した床面

上げ床下部：空調ピット

風が抜ける

連携活用スロープ ピット集約=土工削減 中庭からの自然採光

天
井
高
さ
：
10
～
12
m

中学校
修景

修景

1F 2F 3F
地域拠点と
して転用

開放動線と交差し
ない校内動線

屋上広場

幼稚園

屋外運動場

5.歴史を感じ、信頼できる学校
■永く愛され、町の歴史を象徴する持続可能性の高
い建築物を目指します。思い出の場所となる学校は、
就労時や子育て時に戻りたくなる町のイメージに寄
与し、人口維持に貢献するからです。
・既存校舎や既存の自然との一体性の形成(→2.A)
・奉安殿や既存樹木の場所に中庭を計画し保存する
・児童数変化に備え、一部諸室は転用可能に設える
■長寿命化を図り、地震災害に強い構造体とします。
・現地施工の比率が高いRC造を採用。耐震壁を交
　互に配し安定性を高め、柱を減らし利便性も向上
・大スパンのみ鉄骨を用い、運搬費や人件費を抑制
・躯体の高耐久化を検討（充分なコンクリートかぶ
　り厚、火山灰混入左官材による被覆等）

■培われた近代以前の知恵を校舎から学ぶ
・機械設備に依存せずに快適な環境を形成するため、
　充分な広さの中庭を設け採光 通風を確保する。
 (→災害時の復旧/支援前のインフラ断絶時を支える)

6.自然エネルギーの活用（ZEB化）

③地域に愛され、安全で持続可能な学校運営を実現するための提案

4. 子どもを町ぐるみで見守る地域の拠点
■地域社会が積極的に入り込み、小学校を活用でき
るよう動線計画や諸室のゾーニングを検証します。
・外部アクセスしやすい特別教室・屋内運動場
・大人も使いやい寸法。一般公共施設のユニバーサ
ルデザイン指針を適用し、福祉活用も視野に含む

・地域開放時の施錠区画を明確化。防災施設活用時
も学校運営と共存できる動線計画の考案

1.仮設校舎の設置 2.旧校舎解体と、
　新校舎の新築
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⑤その他、独自の提案

8.学校であることを超えた、新しい公共施設
■以上の提案は、古仁屋小学校が瀬戸内町での将来
の地域拠点を担う可能性を暗示しています。空き教
室転用等の積極的な将来計画も検討し、新しい時代
の学校が新しい時代の町づくりを牽引し、移住者も
迎えられる環境を整え、気運を高めたいと考えます
・幼保小／小中連携がしやすい隣地際の外構改修等
・既存校舎の改修を継続し、地域開放に役立てる

9.美しい風景に溶け込む、美しさのある校舎
■奄美大島の風土に叶う学校を目指します。建築物
の造形美に留まらず、使用者が快適に過ごす風景が
映えることが重要で、それには機能・性能面の充足
が必須です。設計期間中は諸関係の方々と具体的方
法について深く協議 各種検討を経て体現させます。

空き教室の改修・転用例（国内に他事例あり）：あ.移住体験可能な滞在
型の宿泊室 / い.地域の伝統・文化に関する展示資料室等 / う.各種ワーク
ショップスペース、教室 /え.学童保育室、高齢者サロン等の福祉拠点

＊工事計画（7.）

＊将来計画例 屋内運動場

作業室

普通教室2

普通教室5

光の庭
普通教室1

：学校専用エリア ：地域開放エリア
：学校動線

：転用エリア
：地域開放動線

断面図 S=1:500

俯瞰イメージ。たくさんの町民や来訪者を迎え入れられそうな開放的な外観。新校舎と既存校舎を集約し一体感を持たせ、地域拠点性やシンボル性を強める

傾斜屋根や跳ね出した庇（テラス）が活発な活動を鼓舞し、子どもの未来の飛躍を象徴する

屋外運動場より見上げ。奥の明るい中庭に誘われる。テラスは運動会の観覧席にもなる

2階。お互いの活動を見渡しながら校内を散策する 1階。教室内外が連続し回遊する子どもが賑やかに映える

屋内運動場を支える 風の通り庭 には屋根が掛かる 新しい玄関。その先に 泰安殿の庭 を辿り既存校舎へ

普通教室2から小空間が膨らみ、テラスへ活動が拡張
風を感じながらの野外授業、
日陰の外ランチ、演劇や催し等が可能

④工事期間中における児童の負担を軽減するための提案

7.工事中の安全と、スムーズな供用開始
■施工性の高い施工環境・搬入経路の確保と、児童
や教職員の安全を両立させた仮設計画を行います。
工事期間からも活用できる新校舎計画の要素は、仮
設校舎と共に計画し先行工事できるよう図ります。
・屋外運動場の高低差に歩道とスロープを敷設し、
　工事範囲を避け、14号棟西端昇降口へアクセス
・仮設校舎は屋外運動場北端に配し残存校舎と集約
・竣工後の迅速な供用開始のための段取を考慮し、
　 継続活用する既存校舎部分の改修計画を立てる

・テラス(直下階では深い庇)が直射光を遮り 間接光
を採り入れ、空調負荷と照明負荷を抑制。同時に、
自然を感じられる開放的な室内とするため、建具

　は出入りや開閉が容易な引戸とする。壁面の透明
　化率を高めるが、複層ガラスを採用し、断熱性と
静寂性も保つ。屋根/外壁も高断熱化し 細かな制
御が可能な空調換気の系統設計やセンサー付機器

　の採用、LED照明等の高効率設備機器を選定
・屋内運動場は居住域空調とし、高窓で熱を抜く
・光+風(+反響音)のシミュレーションを実施する
・テラスは外壁や設備の維持管理も容易にする
・内装/什器は木材を用い室内でも自然を感じさせる
■塩害や衛生対策を施し耐久性・耐汚性を高めます。
・配膳室の衛生確保：専用出入口、前室の設置
・コンピューターの保護：サーバー室は室内に面す
・塩害対応の設備機器類・外気取入換気口の選定
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